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下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（20）1111

担当  古宇田・飯村・中島

10月13日（月）開場18周年記念杯 セルフ　13,350円
10月28日（火）秋の味覚杯 セルフ　10,260円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,340円回り放題（昼食なし）

3（金）・6（月）・10（金）・14（火）・17（金）・
20（月）・24（金）・27(月)・31(金)

10月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（22）4189

本州最大級の72ホール本州最大級の72ホール
10月2日(木) オープン

10月2日(木)・３日(金)
72ホールオープン記念プレー
参加費500円、プレー代、記念品、昼食(バーベキュー)含みます

担当  福澤・榎戸・鈴木

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（23）1220

就職氷河期に、

求人が20倍！歯科衛生士

学校見学・受験相談は、ご希望に
合わせて実施します。

体験入学

10/25土 11/29土 12/27土

担当  市村・横倉・柿沼
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